
「○あ挨拶・○い命・○う運動・○え笑顔・○お思いやり」を、子どもたちの学校生活の合い言葉に 

      11 月 28 日、士幌小学校に日本ハム 

ファイターズの五十幡選手と、細川選手が来校し 

子どもたちとの交流会が行われました。目の前で 

本気のキャッチボールを見たり質問などに気軽に 

応えてくれたりする二人に、子どもたちも親しみ 

を感じていました。来年の更なる活躍に期待！ 

  

 

 

 

 

・脳は①怠け者、②流されやすい、③誘惑に弱い、特性がある。 

・天才は、ドーパミンをコントロールして、目標を達成している。 

・ドーパミンをコントロールするには、①自己暗示、②スモールステップ、③楽しみながら 

・そして、「すぐやる」「続ける」ことが肝要 

・人は、「やらなかったこと」を後悔（アメリカコーネル大学の研究では 75％の人がそう回答） 

⇒なりたい自分になるために、どんどんチャレンジしてみよう！！ 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

「どんどんチャレンジしてみよう！」～なりたい自分になるために 

      校長 和 嶋 康 彦 

長い２学期も今日で終わり、明日より冬季休業に入ります。今年の冬休みは、昨年の猛暑の影響を

受け、長期休業を変更（夏休みを 25 日⇒28 日、冬休みを 25 日⇒22 日）したため例年より３日間短

くなりました。（その分、夏休みは３日多くありました） 

１２月に入り、真冬日が続くなど寒さも本格的になり、インフルエンザなどの感染症に罹患する児

童も増え、先週は学級閉鎖となる学級もありました。年末年始にかけて、人の往来も増えます。各自

の免疫力を上げること、人混みではマスクの着用などの感染予防対策を講じるなど、今そこにあるウ

ィルスに感染しないよう心がけたいものです。（今週、市内で学校閉鎖になる学校もありました） 

さて、２学期を振り返ってみますと、８月には水泳学習・ＰＴＡミニ運動会、９月にはマラソン・

修学旅行、１０月から１１月にかけては学習発表会等と様々な取組がありました。この間、子どもた

ちそれぞれの個性がさらに輝く様子をたくさん見ることができました。その根底には、「やってみた

い」「なりたい」という意欲や願望があります。その思いが、私達の前での姿となって現れ、心を震わ

す瞬間に立ち会えることができました。 

保護者の皆様が小学生の頃とは時代が変わってきています。先を見通すことが難しい時代を生き抜

く子どもたちに、必要なのは「主体性」と「他者との協力」です。この力を、これからも大切に育ん

でいきたいと思います。 

今日の終業式では、冬休みや新年への目標を達成するために、『すぐやる脳』（菅原道仁著、サンマ

ーク出版）を参考に、そのコツをお話ししました。 

 

 

 

 

 

  

  

 私は小学生の頃、厚いドリルの宿題が苦手で、最終日近くにならないとできない子どもでした。そ

んな苦い経験から、子どもたちには計画的に取り組むことができるよう、そして自分を高めるための

いろいろな挑戦を始めてほしいとかねてより考えていました。そんなとき、ラジオで偶然『すぐやる

脳』の著者インタビューを聞き、本の内容をシンプルにしてお話ししました。 

 脳は①怠け者、②流されやすい、③誘惑に弱い、特性がある。との文を読み、私の小学生は、完全

に脳の支配下にあったのだと、妙に納得しました。しかし、ドーパミンをコントロールすることで、

自分が願った方へ進むことができることを知識として入手できたことは収穫でした。 

この一年、保護者・地域の皆様には、本校の教育活動に際しご理解とご協力を賜り、改めて心より

感謝申し上げます。保護者の皆様、明日から長期休業に入ります。ご家庭でも生活リズムを大切に、

健康・安全に過ごされ、素晴らしい新年を迎えられることを祈念しております。 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月２５日発行 

発行責任者：和嶋 康彦 

士幌町立中士幌小学校 学校だより 

北海道応援大使 



「○あ挨拶・○い命・○う運動・○え笑顔・○お思いやり」を、子どもたちの学校生活の合い言葉に 

中士幌在住でゲームやアニ 
メ音楽等の作曲など国内外で 
広く活躍されている浜渦正志 
さんが来校され、５・６年生 
を対象に出前授業を行いまし 
た。事前に、子どもたちから 
出た質問に答える形で進み、 
「なぜ中士幌に？」「作曲家 
の仕事はどんなことするの」 
等々子どもたちの素朴な疑問 
に丁寧に答えていただきまし 
た。子どもたちの思いを大切 
受け止め、誠実に語る姿がとても印象に残りました。 
子どもたちにとって、素晴らしい出会いになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

            

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１日（水） 元日   学校閉庁日 
２日（木） 年始休日 学校閉庁日 
３日（金） 年始休日 学校閉庁日 
４日（土） 学校閉庁日 
５日（日） 学校閉庁日 
６日（月） 町新年交礼会 
７日（火） 校長会事務局長会議・研修会 
８日（水） コミュニケーション能力向上研修 
９日（木） サポーテト講座 

１１日（土） 町民スケート大会 
１３日（月） 成人の日 
１５日（水） ICT 研修会 
１６日（木） 職員会議 
１７日（金） ３学期始業式、巡回図書 
２０日（月） 校長・教頭会議 
２１日（火） 標準学力調査① 
２２日（水） 標準学力調査②、研修日 
２３日（木） 第３回文化部会 
２４日（金） 児童会 
２７日（月） 小中連携事業（６年生） 
２８日（火） 分掌会議 
２９日（水） 十勝研修センター事業推進委員会 
３１日（金） 校内スケート記録会 
２/１日（土） 町リンク納めスケート記録会 
 
 
 
 

浜渦正志さんの出前授業 

２学期最後の参観日 
 １２月５日（木）に、２学期末の授業参観を行いました。中・高学年は、体育科と理科それぞれ専科の先生による授業

で、改めて専門性の高い授業に子どもたちは集中して取り組んでいました。また、低学年は、亜希子先生のアコーディオ

ンの音色が心地よく感じられ、子どもたちは楽しそうに歌を歌っていました。 

 

低学年                  中学年の                 高学年の 

の様子⇒                 様子 ⇒                 様子 ⇒ 

学校閉庁日について 
 

士幌町では、昨今、全国的な話題となっている学校

における働き方改革の取組の一つとして、教職員が休

養を取りやすい環境を整備し、心身の健康を保持する

ことを目的に、「学校閉庁日」の取組を全ての学校で

実施しています。 

 これに伴い、本校では、次のとおり学校閉庁日を設

定することとしましたので、保護者の皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。 

なお、学校閉庁日に教職員は勤務しませんので、学

校への連絡等はこの期間外にお問い合わせいただく

とともに、緊急の連絡が必要な場合には次の連絡先

までお願いいたします。 

 

１ 学校閉庁日 

  令和６年 12月 29日（日）～ 

令和７年１月５日（日）の８日間 

 

２ 緊急連絡先 

士幌町教育委員会 ５－４７３２ 

 

（北海道の教育をより良く進めるために、ほっ

とな情報を提供し、「学校・家庭・地域」のネッ

トワークづくりを支援する広報誌です。） 

今回の発行は、試行的に電子発行とな
っております。下記の二次元コードを読み
取り、是非ご覧ください。 ３頁目には電子
化に関するアンケートもございます。そちら
のご協力もお願いいたします。 


